
組織機構改革を行います

令和 4 年 4 月 1 日付け

　藤原町長の目指すこれからのまちづくり政策及び現在策定中の新しい振興計
画に基づく諸施策を迅速かつ機動的に推進するとともに、本町全域にわたって
山積する課題へ的確に対応するため、令和 4 年 4 月から下記のとおり庁内組織
の改編を行います。

①政策推進課の新設  ― 新しい振興計画のもと町長の目指すまちづくり政策を統括推進します。
②デジタル推進室の新設 ― 全庁的取組が急務となっているデジタル改革に的確に対応します。
③財政課の新設 ― 的確な財政管理のもとで町政運営を行う体制を整えます。
④公有財産係の新設 ― 町が所管する公有財産の効率的・効果的な利活用を推進します。
⑤農林振興課の新設 ― 基幹産業である農林業の振興業務を集約した体制を整えます。
⑥原子力災害対策課住民支援係を「とんやの郷」に配置し山木屋地区の相談支援体制を強化します。
⑦生涯学習課「遺跡調査係」を「歴史・文化係」に名称変更し、町の歴史や文化の保存、整備・活
　用を推進します。

◎機構改革の主な内容

◎機構改革図（機構改革組織のみ掲載）
課 係

企画財政課

企画調整係
―

情報システム係
財政係

―

産業課
商工交流係
農業振興係
農林整備係

原子力災害対策課
住民支援係
除染対策係

生涯学習課

生涯学習係
管理係

遺跡調査係
保健体育係

課 係

政策推進課
政策調整係

まちづくり推進係
デジタル推進室

財政課
財政係

公有財産係

農林振興課
―

農業振興係
農林整備係

原子力災害対策課
住民支援係（とんやの郷）

除染対策係

生涯学習課

生涯学習係
管理係

歴史・文化係
保健体育係
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小
学
校
は
、
子
ど
も
の
学
び
の
場
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
、
地
域
の
文
化
の
中
心
的
な
存
在

と
し
て
私
た
ち
の
身
近
な
も
の
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

川
俣
町
で
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
育
ん
で
い
た
だ
い
た
川
俣
南
小
学

校
、
富
田
小
学
校
、
飯
坂
小
学
校
、
福

田
小
学
校
の
4
つ
の
小
学
校
は
3
月
末

に
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
、

一
抹
の
寂
し
い
気
持
ち
を
抱
く
人
も
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
ま
で
各
小
学
校
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
時
間
や
そ
の
歴
史
は
、

そ
の
学
校
に
通
っ
た
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
胸
に
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
、
役
割

を
終
え
た
後
も
私
た
ち
の
中
に
存
在
し

続
け
ま
す
。

　

閉
校
を
控
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
寂
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
は
な

く
、「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
も
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
る
小
学
校

の
閉
校
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
中
に

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
に

ありがとう。私たちの小学校
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